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はじめに

秋田市は、超高齢社会を見据えた対応として、「秋田市エイジフレンド

リーシティ（高齢者にやさしい都市）構想」を推進するとしております。

エイジフレンドリーシティとは、２００７年に世界保健機関 (ＷＨＯ)の

プロジェクト において提唱され、「高齢者にやさしい都市」という意味で

す。ＷＨＯでは、都市を高齢者が暮らしやすい環境にすることは、高齢者

が生涯を通じて活動的な生活を送るための基盤となり ､高齢者以外の世代

の人々や障がいがある人々にとっても暮らしやすい環境となるとしていま

す。

本推進協議会は、エイジフレンドリーシティ構想の推進に向け、市民や

関係団体などから幅広く意見や提言を受けて、市の施策のあり方を検討す

るため、２０１０年７月に設置されました。

エイジフレンドリーシティ実現のためには、交通機関・屋外スペース・

居住環境の整備、社会参加や雇用機会の創出、情報コミュニケーション、

地 域 支 援 や 保 健 サ ー ビ ス な ど 、 社 会 全 体 の 課 題 に 対 応 す る 必 要 が あ る た

め 、 長 期 的 な 視 点 を 持 ち 、 行 政 の み な ら ず 、 企 業 や 団 体 、 地 域 社 会 な ど

で 市 民 一 人 ひ と り が そ れ ぞ れ の 役 割 と 責 任 を 認 識 し 、 協 働 し て 問 題 解 決

に取り組まなければなりません。

本 推 進 協 議 会 は 設 置 さ れ て 間 も な く 、 会 の 開 催 数 も 限 ら れ た も の で し

た が 、 秋田市の現状を踏まえながら、今後取り組むべき課題について協議

した結果をまとめ、次のとおり提言するものです。

今後は、秋田市において ､この提言書の趣旨に基づき、また市民からの

声を反映させながら、エイジフレンドリーシティの実現に向けて、積極的

かつ具体的な施策に取り組まれることを期待します。

平成２３年５月

秋 田 市 エ イ ジ フ レ ン ド リ ー シ テ ィ 構 想 推 進 協 議 会

会 長 山 口 邦 雄
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(1) 高齢化の現状

我 が 国 の ６ ５ 歳 以 上 の 高 齢 者 人 口 は 、 昭 和 ２ ５ (１ ９ ５ ０ )年 に は

総 人 口 の ５ ％ に 満 た な か っ た が 、 ４ ５ (１ ９ ７ ０ )年 に ７ ％ を 超 え 、

平 成 ６ (１ ９ ９ ４ )年 に は １ ４ ％ を 超 え た 。 そ し て 、 平 成 ２ ２ 年 に は

２ ３ ％ を 超 え 、 お よ そ ４ 人 に １ 人 が ６ ５ 歳 以 上 高 齢 者 、 ９ 人 に １ 人

が ７ ５ 歳 以 上 人 口 と い う 、 ま さ に 「 本 格 的 な 高 齢 社 会 」 と な っ て い

る 。 今 後 も 、 急速な高齢化と少子化が同時進行し、かつて経験したこ

とのない超高齢社会 *1 を迎えることとなる。

(2) 秋田市の年齢別人口の推移予測

平成２２(２０１０)年の人口は３２４,３７７人で、１７(２００７)

年国勢調査人口の３３３ ,１ ０９人から５年間で８ ,７３２人減少して

いる。今後はこれを上回るペースで人口が減少していくと予測される。

また平成２２年の年齢３区分別人口の割合は、年少人口(０歳～１４

歳）が１２.３１％、生産年齢人口（１５歳～６４歳）が６３.６７％、

高齢者人口（６５歳以上）が２４.０２％で、今後は、年少人口および

生産年齢人口が減少傾向にある一方で、高齢者の人口は一貫して増加

し、平成３７（２０２５）年には高齢者人口が３４.１９％となり、お

よそ３人に１人が高齢者となる。

総人口・年齢３区分人口・割合

１ 高齢者を巡る現状

総人口 男 女 ０～14歳 15～64歳 65歳以上 ０～14歳 15～64歳 65歳以上

2010年 （平成22年） 324,377 152,836 171,541 39,945 206,528 77,904 12.31% 63.67% 24.02%

2015年 （平成27年） 310,432 145,755 164,677 35,467 187,782 87,183 11.43% 60.49% 28.08%

2020年 （平成32年） 294,720 137,856 156,864 31,144 170,537 93,039 10.57% 57.86% 31.57%

2025年 （平成37年） 277,791 129,357 148,434 26,864 155,949 94,978 9.67% 56.14% 34.19%

2030年 （平成42年） 260,128 120,495 139,633 23,543 141,869 94,716 9.05% 54.54% 36.41%

推計年次
全体人口 年齢（３区分）別人口 年齢（３区分）別割合
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平 成２ ３年 ２月 秋田 市情 報統 計 課作 成資 料 (抜 粋 ）

注１ 各年１ ０月１日 現在 の人口
注２ 平成２ ２年の人 口は 、平成 １７年国 勢調査 人口を ベース として 、住民 基本台

帳およ び外国人 登録 の異動 状況等に よる届 出をも とに推 計

秋田市は、これからの超高齢社会を見据えた取組として、平成２３年度

からスタートする秋 田市 総 合計 画 「県 都『 あき た』 成 長プ ラ ン」 にお い

て 、「 エイジフレンドリーシティ（高齢者にやさしい都市） *2の実現」を

成長戦略のひとつに位置づけている。

エイジフレンドリーシティとは、世界的高齢化・都市化・都市の高齢化

に対応するため、２００７年、世界保健機関（ＷＨＯ） *3によって提唱さ

れたプロジェクト *4である。世界２３か国３３都市において、高齢者に関

する聞き取り調査を実施し、高齢者にやさしい都市を実現するために、共

通して求められるトピック *5 を次の８つであるとした。

２ 秋田市がエイジフレンドリーシティを目指す理由

年齢３区分別人口の推移
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《８つのトピック》

１ 屋外スペースと建物

２ 交通機関

エイジフレンドリーシティ ３ 住居

（高齢者にやさしい都市） ４ 社会参加

５ 尊敬と社会的包摂 *6

６ 市民参加と雇用

７ コミュニケーションと情報

８ 地 域 社 会 の 支 援 と 保 健 サ ー ビ ス

高齢者は多様な人生経験と価値観をもつ世代の集まりである。今後は、

更 に 人 口 規 模 の 大 き な 世 代 が 高 齢 期 を 迎 え 、 高 齢 者 は ま す ま す 多 様 化

していくであろう。

しかし我が国の場合、高 齢 化 の 進 行 の 速 さ に 、 人 々 の 意 識 や 社 会 の 仕

組みの切り替えがなかなか追いついていない面がある。例えば、これま

で、高齢者は相対的な意味で社会を構成する社会的弱者であるとして、

まちづくりや高齢者施策においては、行政サービスの受け手であるとの認

識が強かった。

これからは、急激な高齢化という時代の変化に適応した社会システムの

再構築が求められる。つまり、一人ひとりの状態に応じて必要なサービス

を整えるだけでなく、高齢者が社会を支える側として、さまざまな場面で

その役割を発揮できるよう、生活利便性の向上、公共施設や交通のバリア

フリー *7 化など、暮らしやすい環境を整備しながら、雇用や社会参加、ボ

ラ ン テ ィ ア 活 動 な ど 、 あ ら ゆ る 社 会 活動 の 促 進 が 図ら れ る 必 要 が あ る 。

社 会 全体 の高 齢者 に 対す る意 識に つ いても 、未 だ 高 齢 者 を 社 会 的 ・ 経 済

的 な 弱 者 と し て 固 定 的 で 画 一 的 に と ら え る 見 方 が あ る た め 、 相対的な見

直しが必要である。秋田市における「エイジフレンドリーシティ（高齢者

にやさしい都市）の実現」への取組は、様々なニーズを持つ高齢者が利用

しやすいようサービスや制度が調整されるとともに、能力や意欲のある高

齢者により、社会全体の活性化が促進されるものと期待できる。

今日の平和で豊かな社会を築き上げてきた高齢者が、長年培った知識・

経験を生かしながら、住 み 慣 れ た 地域 に お い て 、そ の 人 ら し く長 寿 を 楽
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し む こ と が で き る よ う 、 エ イ ジ フ レ ン ド リ ー シ テ ィ の 推 進 に よ り 、 ま

ちづくりが進められる必要がある。

ＷＨＯ は、８トピックに関 する８４のチェック リストも作成し、高齢

者 に や さ し い 都 市 の 普 遍 的 な 基 準 と す る こ と を 意 図 と し た 自 己 診 断 ツ

ー ル と し た 。 秋 田 市 は 、 市 民 を 対 象 と し た アンケート調査および聞き取

り調査を実施したが、既存の各調査結果と合わせて検証したところ、秋田

市の現状は次のとおりであった。

(1) 屋外スペースと建物

[主な検証ポイント］

公園、屋外の休憩場所、歩道での歩行者優先・車椅子利用、車道と歩道

の 段 差 、 横 断 歩 道 、ドライバーの安全運転、建物のバリア フ リ ー 化 、

施設・サービスの利用しやすさ

[現状]

・秋田市は自然豊かで、公園など緑があふれ、住みやすい条件が整っ

ており「秋田市の住み心地」について市民の満足度は高いと言える。

・ 市 街 地 の 緑 は 、 公 園 ・ 緑 地 、 道 路 、 河 川 な ど の 緑 で 形 成 さ れ て い る

が、市民が身近に利用できる緑が適切に確保されているとは言えない。

・バリアフリー化への取組は順次進められているが、公共施設、歩道、

公 園 など ハ ード 面の 整備 は 、一 定の コ スト や国 ･県 など 関 係機 関 との

調整が必要な場合もある。

・ バ リ ア フ リ ー 基 本 構 想 に 基 づ き 、 人 の 集 ま り や す い 所 を 重 点 的 に バ

リアフリー化を推進している。

・冬期の除排雪に対する不満を感じている市民が多い。

・ 外 出 先 で 休 め る 休 憩 ス ペ ー ス や ベ ン チ 、 サ ロ ン な ど の 憩 い の 場 の ニ

ーズが高い。

・近年、高齢者が被害者や加害者となる交通事故が増加している。

・ ス ー パ ー や 個 人 商 店 が 減 り 、 買 物 し づ ら い 環 境 に 不 安 を 感 じ て い る

人が増加してきている。

３ 秋田市の現状
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(2) 交通機関

[主な検証ポイント]

手頃な値段の運賃、運行の信頼性と本数、利便性、路線・スケジュール

等の情報提供、タクシーの利用しやすさ、運転能力

[現状]

・ 市 交 通 局 に よ る 路 線 バ ス 事 業 は 、 住 民 要 望 に 応 え る た め 多 系 統 に よ

り 運 行 し て い た が 、 バ ス 利 用 者 の 減 少 な ど に よ る 経 営 状 況 の 悪 化 に

伴 い 、 段 階 的 に 民 間 事 業 者 へ 路 線 を 移 管 し 、 平 成 １ ８ 年 ３ 月 末 に 廃

止されている。

・ バ ス 利 用 者 は 、 車 社 会 化 の 進 展 な ど に よ り 、 昭 和 ４ ０ 年 代 以 降 減 少

を 続 け 、 平 成 １ ２ 年 か ら の １ ０ 年 間 で も 約 ３ ８ ％ が 減 少 し て お り 、

路線の維持が困難になってきている。

・ 市 で は 、 高 齢 者 を 含 む 交 通 弱 者 に と っ て 、 公 共 交 通 は 日 常 生 活 に 不

可 欠 な 移 動 手 段 で あ る こ と か ら 、 市 、 交 通 事 業 者 、 市 民 の 役 割 分 担

による持続可能な公共交通を目指している。

・ バ ス 事 業 者 の 不 採 算 路 線 の 廃 止 に よ る 交 通 空 白 地 域 へ は 、 市 が 代 替

交通 としてマイタウン・バス *8を導入しているが、利便性の低下が見

られる。

・ 定 期 買 物 バ ス 、 定 額 循 環 バ ス 、 市 内 の 主 要 な 総 合 病 院 へ の シ ャ ト ル

バス *9、わかりやすいアクセスガイドマップ *10、バス停の環境整備（屋

根、ベンチの設置）等の要望がある。

・ 路 線 自 体 が 秋 田 駅 に 向 か う 体 系 で あ る た め 、 長 距 離 乗 車 や 運 賃 が 高

くなることが負担になりやすい。

・「 バ ス 、 電 車 な ど の 利 用 の し や す さ 」 に 対 す る 市 民 の 満 足 度 が 大 変

低く、特に河辺地域と雄和地域での評価が低い。

・ 車 (自 家 用 車 ） を 利 用 す る 主 な 理 由 は 、「 一 番 便 利 だ か ら 」 が 最 も 多

く ５ 割 以 上 を 占 め 、 他 に 約 ３ 割 が 身 近 な 公 共 交 通 の 不 便 さ を 理 由 に

挙げている。

・ 高 齢 者 ド ラ イ バ ー の 免 許 証 返 納 推 進 の 動 き が あ る が 、 通 院 等 に 車 を

使 用 す る た め 手 放 せ な い 、 タ ク シ ー は 高 く て 乗 れ な い な ど の 声 が あ

る。

・６５歳以上の高齢者の約８割が自分か家族が運転する車（自家用車）

を利用し、その主な目的は「買物」と「通院」である。
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・ ６ ５ 歳 以 上 の 高 齢 者 の う ち 、 自 分 で 車 （ 自 家 用 車 ） を 運 転 す る 人 が

４割以上いる。

(3) 住居

[主な検証ポイント]

安全な環境、価格、維持管理、建物の安全性、住宅改築、賃貸住宅の整

備状況、高齢者向け住宅の提供とサービス

[現状]

・ 全 国 的 に 見 て 秋 田 県 は 持 ち 家 比 率 が 高 く 、 住 宅 の 延 べ 面 積 も 広 い こ

とから、比較的良質な住環境を確保しやすい条件が整っている。

・近年、新築住宅のバリアフリー化が進んでいる。

・改築 ･改修については、一定の公的助成制度がある。

・ 高 齢 者 や 身 体 障 が い 者 は 公 営 ･民 営 賃 貸 住 宅 に つ い て 、「 家 賃 の 手 頃

さ 」、「 徒 歩 圏 内 に ス ー パ ー ・ 商 店 、 病 院 ･診 療 所 が あ る 」、「 駐 車 場

が確保できる」といった点を求めている。一方、「建物の古さ」、「室

内 の 狭 さ 」、「 家賃 の 高 さ 」、「 室 内 の 段 差 」 な ど の 現 状 に 不満 を 感 じ

ている。

・住まい や住環境について、 ｢移動や買物が便利であること ｣、 ｢道路の

整 備 や 安 全 ｣、「 医 療 や 介 護 サ ー ビ ス の 受 け や す さ 」、「 子 ど も や 孫 が

一緒、あるいは近くに住んでいること」を重要視する傾向にある。

・ 高 齢 者 の 独 り 暮 ら し が 増 え て お り 、 孤 立 防 止 対 策 の と ら れ た 集 合 住

宅を求める声がある。

(4) 社会参加

[主な検証ポイント]

イベントや活動の開催場所、開催時間、参加のしやすさ、参加費用、内

容の多様性、世代間の交流

[現状]

・ 各 種 講 座 や サ ー ク ル 活 動 な ど 生 涯 学 習 活 動 や イ ベ ン ト 等 の 開 催 は 、

公 共 交 通 機 関 が 利 用 し や す い 場 所 で 開 催 さ れ 、 気 軽 に 参 加 す る こ と

が 可 能 で あ る た め 、 一 般 的 に 参 加 し や す い 環 境 が 整 っ て い る と い え

る。

・ 社 会 参 加 に 関 す る 情 報 は 、 主 に 広 報 あ き た な ど 行 政 広 報 誌 や 新 聞 か
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ら入手されている。

・高齢者 の社会参加活動内容では、町内会 ･自治会活動が最も多く、他

に文化 ･教養活動、スポーツや体力づくりが多い。

・ 健 康 面 の 不 安 や 仲 間 が い な い こ と を 理 由 に 、 社 会 参 加 し て い な い 人

は今後の参加意思も低い。

・ 世 代 間 交 流 に つ い て は 若 い 世 代 よ り も 高 齢 者 の 関 心 が 高 く 、 文 化 ・

教 養 活 動 や 町 内 会 や お 祭 り な ど 地 域 行 事 で の 交 流 を 望 ん で い る 。 世

代間交流の必要性を感じていない人も各世代で一定割合いる。

・ 若 い 世 代 は 、 日 頃 地 域 活 動 に 参 加 す る 機 会 が な く 、 地 域 の 高 齢 者 と

接する機会が少ない。

・ 高 齢 者 と ふ れ あ う 機 会 が あ る 若 者 は 、 高 齢 者 か ら さ ま ざ ま な こ と を

学ぶことができると感じている。

(5) 尊敬と社会的包摂

[主な検証ポイント]

高齢者の声の把握、高齢者向けのサービスや製品、高齢者に対するマイ

ナスイメージと差別

[現状]

・高齢者や障がい者に配慮した製品やサービスは増加している。

・ 行 政 が 力 を 入 れ る べ き 施 策 で は 、「 高 齢 者 や 障 が い 者 の 相 談 相 手 に

な って くれる 人の育 成、環境づくり 」や、「高齢者や障がい 者のため

の相談体制や情報提供の充実」が求められている。

・ 市 の 公 共 施 設 の 設 備 に つ い て 、 障 が い 者 団 体 と し て 意 見 を 求 め ら れ

る 場 合 が あ る が 、 計 画 確 定 後 や 完 成 後 の こ と が 多 く 、 実 際 に は 意 見

が反映されづらいと感じている。

・高齢者の声、障がい者の声が届きづらい。

・「 市 役 所 窓 口 で の 説 明 の わ か り づ ら さ 」、「 市 役 所 か ら の 郵 便 物 の 内

容 の わ か り づ ら さ 」 に つ い て は 、 各 年 代 で 一 定 割 合 が わ か り づ ら い

と感じている。

・高齢者の約半数が「カタカナ語 ･略語がわかりづらい」と感じている。

・ 若 い 世 代 は 、 日 頃 地 域 活 動 に 参 加 す る 機 会 が な く 、 地 域 の 高 齢 者 と

接する機会が少ない。（再掲）

・ 高 齢 者 と ふ れ あ う 機 会 が あ る 若 者 は 、 高 齢 者 か ら さ ま ざ ま な こ と を
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学ぶことができると感じている。 （再掲）

(6) 市民参加と雇用

[主 な 検 証 ポ イ ン ト ]

ボランティアへの参加、就業の選択肢、雇用差別、起業の推進

[現状 ]

・ 高 齢 者 の 雇 用 に 関 す る 支 援 体 制 に 関 し て は 、 各 種 支 援 策 が 実 施 さ れ

国の制度についても、年々充実が図られてきている。

・ 高 齢 者 が 働 く 理 由 と し て は 、「 年 金 不 足 を 補 う た め 」 が 最 も 多 く 、

他 に 「 社 会 的 に 現 役 で い た い 」、「 働 く こ と が 生 きが い」、「 健康 維 持

のため」などの理由が多い。

・高齢者だけでなく若者も働ける場所が少ない。

・ 退 職 後 も 、「 も っ と 社 会 の 中 で い き い き と 働 き 、 人 と 関 わ り た い 」、

「社会に必要とされたい」という声がある。

・ 障 が い 者 は 、 雇 用 の 機 会 が 少 な く 、 障 が い の 特 性 を 考 慮 し た 雇 用 の

場がもっと必要であると感じている。

・ 現 在 働 い て い る 高 齢 者 の う ち 、 約 ６ 割 の 人 が 「 働 け る 間 は で き る だ

け長く働きたい」と考えている。

・起業に対する関心は高齢者に限らず、全体的に低い。

○「社会参加」と「市民参加と雇用」

Ｗ Ｈ Ｏ は ､「 社 会 参 加 と は レ ク リ エ ー シ ョ ン *11、 社 交 、 文 化 的 ･教 育

的 ･ 精 神的活 動への高齢者の 関与 を指す」とし、「市民 参加と雇用と

は ､市民権、無償労働、賃金労働の機会に関するもの」としている。

（「ＷＨＯ「アクティブエイジング」の提唱（萌文社）」より）

(7) コミュニケーションと情報

[主 な 検 証 ポ イ ン ト ]

通 信 シ ス テ ム の 普 及 、 広 範 な 情 報 の 流 通 、 高 齢 者 向 け 情 報 ･番 組 の 発

信、文字情報の見やすさ、簡潔でわかりやすい表現

[現 状 ]

・ 情 報 通 信 技 術 の 急 速 な 発 達 に よ り 、 広 範 な 情 報 の 流 通 や 通 信 シ ス テ

ムの普及については、一定の水準にあると言える。
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・ボラン ティア情報について、入手しづらい ､よくわからないという声

がある。

・社会参 加、保健 ･福祉に関する情報は、主に広報あきたなど行政広報

誌 や 新 聞 か ら 入 手 さ れ て い る 。 高 齢 者 に 限 ら ず 、 各 年 代 に お け る こ

の２つの活用度は高く、有効な情報媒体といえる。

・高齢者 が入手したい情報分野は、健康 ･保健情報、高齢者介護情報、

防災・災害情報が上位を占めている。

・ 高 齢 者 が 入 手 し に く い 情 報 分 野 は 、 高 齢 者 介 護 情 報 、 防 災 ・ 災 害 情

報、行政 ･窓口情報が上位を占めている。

・高齢者の約半数が「カタカナ語 ･略語がわかりづらい」と感じている。

（再掲）

・ 高 齢 者 は イ ン タ ー ネ ッ ト や 携 帯 電 話 を 、 十 分 に 使 い こ な せ て い な い

ケースが多い。

・ Ａ Ｔ Ｍ （ 現 金 自 動 預 け 払 い 機 ） な ど の 機 械 は 、 高 齢 者 に と っ て 操 作

が わ か り づ ら い だ け で な く 、 無 人 の 場 合 は 犯 罪 に 巻 き 込 ま れ る 危 険

性もある。

・ ５ ０ 歳 以 上 の 人 は 、「 新 聞 や 雑 誌 な ど 出 版 物 の 文 字 が 小 さ い 」 と 感

じる割合が高い。

・「 テ レ ビ の 字 幕 が 見 づ ら い 」 こ と は 、 ５ ０ 歳 以 上 の 人 で 「 あ る 」「 時

々ある」が３割程度を占める。

・「 市 役 所 窓 口 で の 説 明 の わ か り づ ら さ 」、「 市 役 所 か ら の 郵 便 物 の 内

容 の わ か り づ ら さ 」 に つ い て は 、 各 年 代 で 一 定 割 合 が わ か り づ ら い

と感じている。（再掲）

(8) 地域社会の支援と保健サービス

[主な検証ポイント]

医療・保健・福祉サービスの提供、福祉施設等の利便性、医療・保健・

福祉サービスの情報提供、地域福祉活動の推進

[現状]

・ 医 療 サ ー ビ ス や 保 健 ・ 介 護 ・ 福 祉 サ ー ビ ス の 提 供 は 、 法 律 に 基 づ く

医療保険、介護保険制度などにより実施されている。

・福祉施設整備については計画的に行われている。

・ 現 状 の 福 祉 施 設 整 備 に 不 満 を 感 じ 、 増 設 や 施 設 の 充 実 を 望 む 市 民 が
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多い。

・ 今 後 行 政 が 力 を 入 れ る べ き 施 策 で は 、「 高 齢 者 や 障 が い 者 の 相 談 相

手 に な っ て く れ る 人 の 育 成 、 環 境 づ く り 」 や 「 高 齢 者 や 障 が い 者 の

ための相談体制や情報提供の充実」が求められている。 (再掲）

・保健 ･福祉 サービスに関する情報は、主に広報あきたなどの行政情報

誌や新聞から入手されている。 (再掲）

・ 高 齢 者 介 護 に 関 す る 福 祉 情 報 に つ い て は 約 ３ 割 の 人 が 入 手 し づ ら い

と感じている。

・ 家 族 が 介 護 を し な け れ ば な ら な い と い う 意 識 が 強 く 、 大 き な 負 担 を

抱えてしまうことがある。
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（ 1） トピック別の課題

８つ のトピックにおいて 、今後市として取り 組むべき具体的な課題

は次の とおりである。なお 、課題の解決にあた っては、行政・民間・

市民が連携し、それぞれの役割に応じて取り組む必要がある。

① 屋外スペースと建物

・ 休 憩 場 所 、 ベ ン チ 、 あ ら ゆ る 世 代 が 憩 う 緑 豊 か な 公 園な ど が あ る

屋外環境の整備

・高齢者ドライバーの事故防止対策

・バリアフリー化のさらなる推進

・買物弱者 *12に対する対策や新たなビジネスの支援

・スーパーや商店、医療施設等を集約した施設整備支援

・市民協働によるきめ細やかな雪対策

② 交通機関

・高齢者の日常生活に不可欠な移動手段を確保

・高齢者のニーズに合わせた交通機関の運行支援

・バス事業以外の移動手段について検討および支援

③ 住居

・家族形態の変化に対応した住宅の確保

・高齢者や障がい者が住みやすい集合住宅のあり方の検討

④ 社会参加

・積極的な社会参加の促進

・高齢者が集える場づくり

・孤立、うつ予防、自殺対策

・各世代が一緒に活動する場づくり

・町内会へのきめ細やかな支援

⑤ 尊敬と社会的包摂

・高齢者に対するイメージ、とらえ方の改革

・各世代が一緒に活動する場づくり

⑥ 市民参加と雇用

４ エイジフレンドリーシティ実現のため、今後取り組むべき課題
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・高齢者のボランティア活動の促進

・高齢者の働く場の確保

⑦ コミュニケーションと情報

・さまざまな情報機器 *13を活用した高齢者の情報発信の促進

・介護や高齢者福祉の相談窓口に関する情報提供の徹底

・高齢者に関連する市民向け情報の提供

⑧ 地域社会の支援と保健サービス

・ 住 み 慣 れ た 地 域 で 安 心 し て 住 む た め の 利 用 し や す い 医療 、 保 健 、

福祉サービスの充実

・地域等での高齢者への見守り対策
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（ 2） 重点課題

更に重点的に取り組むべき課題として、以下の４点を挙げる。

■ 高齢 者や高 齢社会 に関す るマイ ナス イメー ジの払拭 とプラスイメ

ージの創出

高 齢 者 が 社 会 か ら 支 え ら れ る 側 の み で は な く 、 社 会 を 支 え る 貴 重

な 人的 資 源 と して 、 豊 かな 知 識や 能力 を発 揮し て いく た めに は、 高

齢 者や 高 齢 社 会に 対 す るマ イ ナス イメ ージ を払 拭 し、 新 たに プラ ス

イメージの創出が求められている。

■ バリアフリー化の推進

公 共 施 設 や 歩 道 等 の バ リ ア フ リ ー 化 の 推 進 を は じ め 、 冬 期 間 の 雪

対 策 、 住 宅 の 環 境 整 備 、 情 報 の バ リ ア フ リ ー 化 な ど 、 幅 広 く 取 り 組

む必要がある。

ま た 、 効 果 的 な バ リ ア フ リ ー 化 を 推 進 す る た め に 、 利 用 者 の 意 見

を 聴 取 し な が ら 、 バ リ ア フ リ ー 基 本 構 想 の 策 定 を 行 い 、 利 用 者 の ニ

ーズに対応した重点的なバリアフリー化の推進が求められている。

■ 交通手段の確保

自 家 用 車 等 を 利 用 で き な い 、 い わ ゆ る 交 通 弱 者 *14に と っ て 、 買 物

や 通 院 な ど 日 常 生 活 を 支 え る た め に 移 動 手 段 の 確 保 は 不 可 欠 で あ

り 、 高 齢 者 の 就 業 活 動 ・ 地 域 活 動 ･貢 献 活 動 な ど 、 さ ま ざ ま な 社 会

活動を促進するためにも交通手段の確保に取り組む必要がある。

■ 高齢者の孤立防止

核 家 族 化 が 進 み 、 家 族 の あ り 方 が 多 様 化 す る な か 、 社 会 や 地 域 ､

そ して 家 族 か ら高 齢 者 が「 孤 立」 しな いよ う、 家 族、 地 域、 行政 が

協力しながら対策を構ずる必要がある。


